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会場

桜土浦
I.C.を降り、"筑波方面"
へ左折
→
大角豆交差点右折
→
県道55号線
(東大通り)
を北に直進
→
"
筑波大学松見
口"
に向かって下さい。この間、約10kmです。

荒川沖から東大通りを北上
→
大角豆交差点を通過（直進）→
"筑波大学松見口"
に向かう。この間、約10kmです。

会場付近の地図は、http://www.tech.tsukuba.ac.jp/2006/map/index.htmlをご覧下さい。

医学地区にはゲートシステムがあり、登録者以外は入構できません。"松見口案内センター"
で申請し、指示された駐
車場をご利用下さい。

秋葉原駅から、「つくばエクスプレス」に乗車し（快速で
45
分、区間快速で
52分）、終点の
"つくば駅"
で下車、「筑波大
学循環」バス（右回り）に乗り換え（約
5分）、"大学病院入
口"
で下車する。

東京駅八重洲南口から「筑波大学行」バス
に乗車し
(乗車時
間約
70分)、
"大学病院"
で下車する。「つくばセンター行」
を利用した時は、終点で「筑波大学循環」バスに乗り換る。

時刻表は
http://www.kantetsu.co.jp/bus/highway/highway_time.htm
をご覧下さい。

東口から「筑波大学中央行」バスで30-40分、"大学病院入口"
で下車。駅東口からタクシーで20-25分。

西口から「筑波大学中央行」バスで30-40分、"大学病院入口"
下車。駅西口からタクシーで20-25分。

西口から「筑波大学中央行」バスで25-35分、"大学病院入口"
下車。駅西口からタクシーで
15-20分。

尚、路線バスをご利用の場合は、土浦駅が便利です。
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会場のご案内


口頭発表会場

受付

ポスター発表会場

懇親会々場
会場(3F)入口

第  
回
六技

術
発
表
会

会
場

筑
波
大
学
技
術
職
員

　平成19年
3月14日（水）9:00～17:00

筑波大学医学地区
　口頭発表：臨床講義室
A
　ポスターセッション：臨床講堂ロビー
　休息所：臨床講堂ロビー

　臨床講堂ロビーにて
8:30
以降随時、参加登録の受付を行います。
　懇親会にご参加の方は、会費
3,000円をお支払い下さい。

　発表終了後、医学食堂にて懇親会を行います。

　　発表当日、実行委員は黄色いリボンを付けていますので、ご不明な点はお尋ねください。
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 [1] D. Sutoo, K. Akiyama, K. Yabe, J. Neurosci. Methods 85 (1998) 161–173.  

 [2] D. Sutoo, K. Akiyama, K. Yabe, Brain Res. 933 (2002) 1–11. 

 [3] D. Sutoo, K. Akiyama, K. Yabe, J. Neurosci. Methods 118 (2002) 41–50. 

 [4] D. Sutoo, K. Akiyama, Brain Res. Rev. 25 (1997) 1-26.  

 [5] D. Sutoo, K. Akiyama, Neurobiol. Dis. 13 (2003) 1-14. 
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(a): Rh/SiO2, (b): K2CO3-Rh/SiO2. 
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[1] H. Tanaka et al., Catal. Commun., 4 (2003) 1. 

[2] H. Tanaka et al., Appl. Catal., A: 250 (2003) 255. 

[3] S. Ito et al., Appl. Catal., A: 273 (2004) 295. 
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顕微鏡画像の遠隔監視システム ～ガラス包有物の水素分析～ 

大和良広 
筑波大学研究基盤総合センター（応用加速器部門） 

〒305-8577 茨城県つくば市天王台 1-1-1 
 
応用加速器部門では、マイクロビームによる岩石中のガラス包有物の水素濃度分析を行っている（図 1）。

第２回筑波大学技術職員技術発表会に於いて「地球科学試料中の水素分析のためのマイクロビーム制御シス

テム及び照射試料駆動制御システムの開発1」というタイトルで発表したシステムの改良・改善を行った。 
これまで、ガラス包有物の観察やマイクロビームの形成のためのモニターは、アナログの CCD カメラを顕

微鏡に接続し（図 2）、BNC ケーブルで測定室から計測・制御室にビデオ信号として送っていた。このため

通常のテレビ画像と同じ 640×480 ドットの解像度しか得られず画像に外来ノイズの影響も受けやすかった。

しかし、今までよりも構造の複雑なガラス包有物を特定しマイクロビームの照射位置に合わせることが必要

になったため、照明と画像監視の方法を変更した（図 3, 4）。これにより高照度・高解像度の顕微鏡画像観

察が可能となり同研究の進展に寄与した。 
発表では、機器選定の苦労話、IP 対応リモート KVM でのテスト、ギガビットネットワーク化によるフレ

ームレートの向上など試行錯誤で遠隔監視の環境を改善した過程を紹介する。 
また、同システムによる最近の研究成果も報告する。 

 
 

                                                  
1 http://www.tech.tsukuba.ac.jp/2002/abstract/05yamato.pdf 

図 1. 水素分析方法の概略 

図 2. 顕微鏡及び試料ステージ周辺図 

図 3. 顕微鏡と照明・カメラ外観 

図 4. 遠隔画像とビーム照射位置設定
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